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岡山県学生献血推進連盟“S.B.D.Momo”



全国の動き 岡山県の動き

１９６０年 青少年赤十字が献血の呼びかけ

１９６２年 「日本赤十字献血学生連盟」結成

１９６６年 全国統一大会 全国統一大会に参加

１９８５年 全国学生献血推進リーダー研修会

１９８８年 全国学生クリスマス献血キャンペーン 「岡山県学生献血推進連盟」発足
全国学生クリスマス献血キャンペーン

実施

２０００年 中国四国学生統一献血キャンペーン
実施

２００１年 全国学生・献血推進団体との
交流研修会

岡山県学生献血推進連盟
“S.B.D.Momo”へ名称変更

２００２年 「全国学生献血推進実行委員会」発足

２００５年 全国学生献血推進協議会代表者会議
開催

２００６年 全国学生献血推進実行委員会
規約施行

２０１２年 キッズ献血を実施

２０１４年 Let’s Try MOGI献血を実施

はじめに-学生ボランティアの歴史



Ｓ.Ｂ.Ｄ.Ｍｏｍｏの目的

日本の血液事業は、毎日約13,000人もの献血者
に支えられている。
近年の少子高齢化の影響により、輸血を必要とす
る高齢者は増加しているが、若年層の献血者は
減少している。
そのため、血液事業における最重要課題として
〈若年層献血推進〉が挙げられる。
私たち学生ボランティアは、若年層を中心に
≪新規・複数回献血者≫確保のため活動している。



新型コロナが献血にもたらした影響
2020年2月 イベントの中止・延期要請

2020年3月 キッズ献血の中止

2020年4月 緊急事態宣言 発出
↓

学校からサークル活動の休止



【1年間の活動内容】

①定例会
②研修会
③代表者会議（県外）

④献血キャンペーン
⑤学内献血
⑥街頭献血

⑦広報活動
⑧模擬献血イベント

従来の活動内容

会議

啓発 ボランティア

①・②・③が該当

⑦・⑧が該当 ④・⑤・⑥
が該当



Ｓ.Ｂ.Ｄ.Ｍｏｍｏ活動実績

年 2017 2018 2019 2020

会議（回） 14 14 12 7

献血（回） 5 5 5 1

啓発活動（回） 9 7 6 1

加盟者合計（人） 243 240 241 218



S.B.D.Momoの挑戦
‐私たちは、何が出来る？

出来ないことの多い中で≪学生でも出来ること≫

≪ボランティアで出来ること≫を探す

…2020年度、コロナ禍でのS.B.D.Momoの課題



ソーシャルディスタンスを保ち、献血の啓発と宣伝

【目的】

○SNSで制作過程を報告
デザイン案の選出を呼びかけ

≪啓発≫新しい試み①

【内容】

8/21〈献血の日〉に協力された方へ、
学生がデザインした
缶バッジをプレゼント

Goto献血キャンペーン



○TVや新聞などメディアに
≪コロナ禍でも出来るボランティア≫と宣伝・啓発



≪啓発≫新しい試み②
はたちの献血キャンペーン

若年層の献血参加意識の向上
若年層の献血者を可視化

【目的】

【内容】

SNS（Twitter、Instagram）で10代・20代に
献血に関する投稿を呼びかける



≪献血ボランティア≫
‐クリスマス献血キャンペーン

晴れの国献血キャンペーン
→緊急事態宣言発出後 中止

春

中国四国学生統一献血キャンペーン
→感染拡大のため中止

夏

わくわく献血キャンペーン
→学校側の要望により中止

秋

全国学生クリスマス献血キャンペーン
→イオンモール津山にて実施

冬



【目的】

○献血協力への呼びかけ
○献血者の誘導など

冬場の献血者増加及び
献血運動の一層の推進。

【内容】



課題

1 献血への知識・意識向上

2 情報発信の強化



①献血への知識・意識向上

②情報発信の強化

○定期的に勉強会を行い献血の知識をつける
○ 「若者から若者へ」の意識づくり

○SNS更新頻度を上げる
○報道機関へのＰＲ

S.B.D.Momoの今後



ご清聴ありがとうございました

輸血を待っている患者さんのために頑張ります！


